
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

は じ め に 

 

 戦後，ヨーロッパから導入されたプレストレストコンクリート技術（以下「PC 技術」と称す）が我

国に実用化されて以来，約 70 年が経ちました。この間，PC 技術はさまざまな構造物に応用されて今

日に至っており，今後もその適用範囲が拡大されていくことと期待されます。 

 PC 技術につきましては，設計・施工等に関する参考図書が数多く出版されていますが，いずれも専

門家向けのものが多く，PC 構造物の設計に新たに取り組もうとされる初心者の方への適当な参考書は

数少ないのが現状です。そこで私どもは，やさしいプレストレストコンクリート構造物の具体的な設

計例についての参考書をまとめてみました。 

 本書は，特に学生や若い技術者を対象に，道路橋示方書Ⅲ編を中心とした PC 橋設計の基本事項の

理解と，ひととおりの設計手順の修得を目的としており，3 径間連結 PC コンポ橋の設計例の解説を中

心に実習形式でまとめています。 

 「やさしい PC 橋の設計（ポストテンション方式 PC 単純 T 桁橋）」は，平成 3 年 10 月に初版が発

刊されて以来，平成 5 年 11 月の道路構造令の改正，平成 6 年 3 月に建設省（現，国土交通省）発刊の

ポストテンション方式 PC 単純 T 桁橋の標準設計の改訂，平成 11 年 10 月の国際単位系（SI 単位）へ

の移行など関連法令や設計基準の変遷に対応し逐次改訂を重ね，平成 31 年 3 月に〔H29 道路橋示方書

対応〕版を発刊しました。そして，令和 3 年 7 月には，「やさしい PC 橋の設計」のシリーズ第 2 弾と

して「やさしい PC 橋の設計～プレテンション方式 PC 単純スラブ橋～」を発刊致しております。 

 当協会では，平成 29 年 11 月の道路橋示方書で部分係数設計法が取り入れられたことから，学識経

験者や研究機関等から構成される委員会の審議を経て，令和 3 年 1 月，部分係数設計法による「PC

コンポ橋の設計計算例」を作成致しましたが，「PC コンポ橋 設計・施工の手引き」（平成 19 年 5 月，

（社）プレストレスト・コンクリート建設業協会）とは違った箇所がありました。また，道路橋示方

書の改定をうけ，JIS A 5373-2016 の推奨仕様 B-2「道路橋橋げた用セグメント」と B-3「合成床版用プ

レキャスト板」が，令和 4 年 7 月に改訂されたため，そのタイミングでシリーズの第 3 弾となる「や

さしい PC 橋の設計～3 径間連結 PC コンポ橋～」を発刊することと致しました。本書を，「手引き」

からの変更箇所の確認用として，あるいは部分係数設計法による PC コンポ橋の設計の入門書として

お役立て頂ければと考えています。 

 平成 29 年 11 月の道路橋示方書を読み解きながら執筆致しましたが，示方書を正しく理解できてい

ないで記述している箇所もあるかと思います。ご利用下さる皆さま方のご意見を頂きながら，引き続

き内容の充実を図っていく所存です。 

 

                     令和 4 年 10 月 

                  一般社団法人 プレストレスト・コンクリート建設業協会 
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